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設計津波の水位の設定単位となる地域海岸を、沿岸域の「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、一連のまとまり
のある海岸に分割することにより設定

１．地域海岸の設定

✓痕跡高調査や歴史記録・文献等を活用

① 過去に発生した津波の実績津波高の整理

✓地域海岸ごとに、津波高のプロット図（グラフ）を作成
✓一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で到達すると想定される津波の集合を、対象津波群として選定

③ 設計津波の対象津波群の設定

✓上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十分調整を図ったうえで、設計津波の水位を
海岸管理者が設定

※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観との調和、経済性、維持管理の容易性、
施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して海岸管理者が適切に設定

④ 設計津波の水位の設定

✓十分なデータが得られない時には、シミュレーションを実施しデータを補完

② シミュレーションによる津波高さの算出

２．設計津波の水位の設定

海岸堤防等の海岸保全施設の整備に必要となる「地域海岸」及び「設計津波の水
位」の設定の考え方（作業手順）を示す。

「地域海岸」及び「設計津波の水位」の設定方法
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地域海岸の設定における新たな視点

これまで地域河岸は、「湾の形状や山付け等の自然条件」等から「14」に設定し
ていたが、海底地形等の影響による津波高の沿岸分布等を踏まえた新たな視点に基
づき、再設定を行った。

２

レベル１津波高の沿岸分布の傾向に基づき、設計津波の水位が同等となりうる範
囲で区分した。この視点に基づき、天竜川河口部などでは海底地形の影響により、
津波高の沿岸分布に差が生じていることから、地域海岸の境界に設定した。

伊豆半島は、地形条件（リアス式海岸）により、津波高の沿岸分布が複雑となっ
ていることから、漁港・港湾単位で地域海岸を設定することを基本とした。ただ
し、隣接する漁港・港湾の設計津波の水位が同程度の場合は、１つの地域海岸に
まとめる。
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【静岡県沿岸の地域海岸区分図】

注：伊豆東海岸については、相模トラフによる
津波高分布に基づき再設定する予定

地域海岸の再設定（案）

地域海岸の設定における新たな視点に基づき、遠州灘沿岸及び駿河湾沿岸、伊豆
半島沿岸を「34の地域海岸」に再設定した。

＋１４４１８伊豆半島

地域海岸
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設計津波の対象津波群の設定

地域海岸毎に、「整理された実績津波高」及び「既往シミュレーションの津波
高」を用いて津波高のプロット図（グラフ）を作成し、Ｌ１津波（設計津波の対象
津波群)及びＬ２津波（最大クラスの津波)を設定する。

７

■駿河トラフ・南海トラフ側の地域海岸のプロット図イメージ
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安政東海地震(M8.4)

昭和東南海地震(M7.9)

宝永地震(M8.6)

東海・東南海・南海三連動
（2003中央防災会議）

昭和南海地震(M8.0)

チリ地震(M9.5)

◆ ◆ ◆◆◆

東海･東南海二連動
（2003中央防災会議）

最大クラスの津波（L2）

想定東海（2003中央防災会議）

◆◆◆

設計津波の対象津波群（L1）

津波水位分布の算出
最大の津波高となる地震を

対象にシミュレーションを実施

設計津波の対象津波群
一定の頻度で発生すると

想定される津波の集合を選定

シミュレーション値

痕跡データ

津波発生年◆

安政東海地震の津波高は、痕跡データではなく再現
シミュレーション【東海･東南海二連動（2003中央防
災会議モデル）】の計算値を比較対象とする。



設計津波の水位の設定

８

当初採用箇所
⇒個別対応

採用

防護ライン（壁立て位置）■御前崎の例

１地域海岸１設計津波の水位が基本だが、港湾・
漁港等がある場合、別途、設計津波の水位を設定。

隅角部など局所的に津波高が高
くなる箇所は、個別対応とする。

設計津波の水位（港湾部）
設計津波の水位

設定した地域海岸毎に、レベル１津波高が最大となった地震の壁立てシミュレー
ションを実施し、せり上がりの最大値を設計津波の水位として設定する。



海岸の津波対策施設の検討

「津波に対する必要堤防高」と「計画高潮堤防高」のいずれか高い方を必要堤防
高に設定する。
施設整備に当たっては、海岸の利用や環境、景観、経済性、維持管理の容易性な
どを総合的に検討し、関係機関と協議のうえ、計画堤防高を設定する。
併せて、耐震対策や粘り強く効果を発揮する構造も検討する。

レベル１
津波高

L1津波の水面

海 面

津波に対する必要堤防高

高潮・波浪

耐震性能
の確保

設計津波の水位

計画高潮堤防高

【耐震対策の事例】

浜松五島海岸

【堤防嵩上げの事例】

湖西海岸

せり上がり

波浪の
うちあげ

【胸壁整備の事例】

土肥港

海岸堤防整備のイメージ図

※設計高潮位に計画波浪の
うちあげ高と必要な余裕
高を加えた高さ

粘り強い構造

９

津波の侵入を防ぐ



海岸の津波対策施設のイメージ
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県管理の海岸堤防、胸壁（港湾・漁港）、防波堤の津波対策施設のイメージ図
を以下に示す。

【海岸堤防】

【港湾・漁港の防波堤】

津波の侵入を防ぐ

耐震性能の確保

粘り強く効果を発揮

【港湾・漁港の胸壁】

津波

嵩上げ粘り強い

耐震対策

止水板

計画天端高

天端幅

天端保護工

裏法被覆工

シールコンクリート

均しコンクリート
裏法基礎工

根固ブロック

耐震対策

嵩上げ
計画天端高

均しコンクリート

根固コンクリート

均しコンクリート

根固コンクリート

基礎杭

嵩上コンクリート

支持層

津波

粘り強い

捨石工

被覆石工

被覆ブロック

根固ブロック

粘り強い

嵩上げ

津波
粘り強い

止水板

計画天端高
天端幅

天端保護工

裏法被覆工

シールコンクリート

均しコンクリート

裏法基礎工

根固ブロック

耐震対策



・河床勾配が急で津波対策区間が短い河川

・現況堤防高に対し津波高が若干上回る河川

・河川背後地の土地利用が高度化され、主要交通インフラ等
が密集する河川

・堤防嵩上げ方式による対策延長が長大な河川

・長大な耐震対策が必要となる河川

津波水門方式が優位な河川

河川の津波対策施設の検討

【河川津波防御の考え方】

津波防御方式は、津波水門方式と堤防方式(嵩上げ)

を基本とする。

想定津波高等を勘案して選定した河川を対象に津波遡上シミュレーションを実施
⇒河川津波遡上シミュレーション結果を踏まえ、河川津波防御方式を総合的に検討

津波対策区間

※イメージ図

堤防嵩上げ

レベル１津波

津波水門

レベル１津波

【河川津波遡上ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ】

河川堤防

津波水門方式のイメージ図

堤防方式のイメージ図

河川堤防

0.0k

0.2k

1.0k

1.5kPoint２

Point１

水位上昇量(m)

8.20
5.50
3.00
1.50
0.01

0.5k

最大水位平面分布

津波の水位縦断図

注意：本計算は、交通基盤部が独自に試算
したものであり、確定値ではない。
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津波遡上
到達地点

津波は現況堤防高を越える

河川津波遡上ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのイメージ

河
川

津
波

遡
上

区
間

堤防方式（嵩上げ）が優位な河川

【検討対象河川選定】
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県管理河川

検討対象河川の選定

に関する項目

○地形データ収集
（河川背後地T.P.10m以下）

○津波高と河口部地盤高の比較

○第３次地震被害想定に対する
対策状況

○津波高以下の面積

○津波高以下の土地の利用状況
（市街化率）

○河川規模
（流域面積、川幅、流路延長）

対象河川を選定



河川の津波対策施設のイメージ
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県管理の河川堤防、特殊堤（胸壁）、水門の津波対策施設のイメージ図を以下
に示す。

【河川堤防】

津波の侵入を防ぐ

耐震性能の確保

粘り強く効果を発揮

【水 門】

▽L1津波遡上高

嵩上げ
粘り強い 計画天端高

天端幅

天端保護工

法被覆工

耐震対策

嵩上げ

裏腹付け工

洗掘防止
コンクリート

耐震対策

粘り強い
水叩きがあるため
必要なし

カーテンウォール上の
コンクリート増し厚

地盤改良

地盤改良
鋼矢板

【特殊堤（胸壁）】

嵩上げ

計画天端高
嵩上コンクリート

粘り強い
洗掘防止
コンクリート

耐震対策液状化層

▽L1津波遡上高

底版コンクリート補強

地盤改良



L1津波高
L1津波の水面

L2津波高

避難計画の策定

L2津波の水面

海 面

津波避難
ビルの指定

道路嵩上げ

粘り強い構造

堤防

市街地

L１津波：施設整備（堤防嵩上げ、耐震性能の確保、粘り強い構造）

L２津波：避難施設（津波避難ビルの指定等）
津波防護施設（道路嵩上げ）←津波防災地域づくり法

津波対策津波対策

整備により期待できる低減効果
（浸水深・浸水域の減少）

発電機等の
ライフライン
を上部へ移設

避難階段
の設置

津波対策施設の整備による減災効果の検証

レベル１津波に対応した津波対策施設整備により期待できる効果を検証する。
⇒レベル２津波を対象に「浸水域」や「浸水深」等の指標を用いて、定量的に確認

設計津波
の水位

耐震性能
の確保

13

現況の施設などに対して、
Ｌ２津波が乗り越えた場合の水位

■津波対策のイメージ図



【津波対策施設が発現する効果イメージ（案）】
施 設 整 備 前 施 設 整 備 後
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レベル２津波に対する津波対策施設整備による効果
⇒施設整備前後の２つの浸水想定区域図等を比較して効果を確認
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２m以上 ５m未満
１m以上 ２m未満
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整備効果の指標例

【浸水深の減少・津波到達時間の遅れ】
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